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1 消
しょう

化
か

と吸
きゅう

収
しゅう

▶ 1

⑴ 消化　食物の養分を，消化液に含まれる消化酵
こう

素
そ

の

はたらきによって吸収されやすい形に変化させること。

⑵ 消化管　口から始まり，食道・胃・小腸・大腸を通
って肛

こう

門
もん

に終わる 1本の長い管。

⑶ 吸収　小腸の壁には柔
じゅう

毛
もう

という小さな突
とっ

起
き

が多数あ

り，消化された養分の多くは柔毛で吸収される。

2 呼吸
⑴　呼吸　気管支の先には肺

はい

胞
ほう

という小さな袋が多数あ

る。空気中の酸素は，肺胞内の毛細血管を流れる血液

にとりこまれる。血液中の二酸化炭素は，肺胞内に出

され，体外に出ていく。

⑵ 呼吸運動のしくみ　息を吸うときは横
おう

隔
かく

膜
まく

が下がり，

ろっ骨が上がる。息をはくときは逆の動きをする。

3 血液の循環
⑴ 血液の成分　酸素を運ぶ赤

せっ

血
けっ

球
きゅう

，病原体を分解する

白
はっ

血
けっ

球
きゅう

，出血時に血液を固める血
けっ

小
しょう

板
ばん

，養分や不要な

物質を運ぶ血
けっ

しょうがある。
⑵ 組

そ

織
しき

液
えき

　血しょうが毛細血管からしみ出して，細胞

の間を満たすもの。細胞と血液で物質をやりとりする。

⑶ 血液の循環▶ 2 心臓⇄全身の流れを体
たい

循
じゅん

環
かん

，心臓

⇄肺の流れを肺
はい

循
じゅん

環
かん

という。静脈の壁には弁
べん

がある。

4 排
は い

出
しゅつ

⑴ 肝臓　血液中の有害なアンモニアは，肝臓で無害な
尿
にょう

素
そ

に変えられ，腎
じん

臓
ぞう

に運ばれる。

⑵ 腎臓　血液中から尿素などをこし出し，尿をつくる。
尿はぼうこうにためられたあと，排出される。

5 刺
し

激
げ き

と反応
⑴ 感覚器官▶ 3 外界からの刺激を受けとる器官。

⑵ 神経系　中
ちゅう

枢
すう

神経（脳
のう

・脊
せき

髄
ずい

）と中枢神経から枝分か

れした末
まっ

しょう神経（感覚神経・運動神経）からなる。
⑶ 刺激に対する反応▶ 4 脳が命令を出して意識して

起こす反応と，脊髄などが命令を出して無意識に起こ

る反応（反
はん

射
しゃ

）がある。

⑷ 骨格と筋肉▶ 5 運動器官は，骨格と筋肉のはたら

きによって動く。

12 動物の体のつくりとはたらき

細菌，ウイルスなど

余分な水分や塩分

養分を分解する物質

血液の逆流を防ぐ

空気とふれる表面積が大きくなり，
気体を効率よく交換できる

ヘモグロビンという赤い物質を含む。
酸素の多いところでは酸素と結びつき，
酸素の少ないところでは酸素をはなす

小腸の表面積が大きくなり，
養分を効率よく吸収できる

3 目と耳のつくり

5 うでの骨格と筋肉

4 刺激や命令の伝わり方

2 血液の循環

1 消化と吸収

害の少ないタンパク質が分解されてできる

目，耳，鼻，舌，皮膚など

中枢
神経

脳

筋肉など
（運動器官） 反応

刺激

感覚神経

運動神経
末しょう
神経

皮膚など
（感覚器官）

命令の信号
刺激の信号

脊髄

意識して起こす反応
で命令を出す。

反射で命令
を出す。

脳へ脳へ

神経
耳小骨
（音を伝える骨）

神経

ガラス体

レンズ（水晶体） 網膜 うずまき管

虹彩 鼓膜

ひとみ

関節けん

けんうでをのばしたとき うでを曲げ
たとき内側の筋肉

ゆるむ

外側の筋肉
ゆるむ縮む

外側の筋肉

縮む
内側の筋肉

だ液
（アミラーゼ）

胃液
（ペプシン）

胆汁
（肝臓でつくられる）
すい液

（リパーゼなど）

小腸の壁の消化酵素

肛門
小腸

口

肝臓
胃

 柔毛

デンプン タンパク質 脂肪

毛細血管 リンパ管

脂肪

ブドウ糖 アミノ酸 モノグリセリド，
脂肪酸

大
腸

す
い
臓

胆
の
う

心臓肝臓

静脈血が
流れる。

動脈血が
流れる。

ブドウ糖，アミノ酸
などの養分を多く含
む血液が流れる。

尿素などの不要物が
少ない血液が流れる。

血液の流
れる向き

体の各部分（下部）
動脈血（酸素を多く含む血液）が流れる。

肺動脈

大静脈
（静脈）

肺静脈

大動脈
（動脈）

右
心
房
右
心
室

左
心
房
左
心
室

小腸

肺

体の各部分（上部）

腎臓

静脈血（二酸化炭素を多く含む血液）が流れる。

https://www.kogaku-pub.com/special/winning-finish/
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題問認確
1 消化と吸収
⑴　消化液に含まれる，養分を分解するはたらきをもつ物質を何というか。

⑵　だ液に含まれる⑴を何というか。

⑶　口から始まり肛門に終わる 1本の長い管を何というか。

⑷　デンプンは⑴によって，最終的に何に分解されるか。

⑸　タンパク質は⑴によって，最終的に何に分解されるか。

⑹　脂肪は⑴によって，最終的に脂肪酸と何に分解されるか。

⑺　小腸の壁のひだの表面にある小さな突起を何というか。

⑻　⑷と⑸は，小腸で吸収されたあと，何という管に入るか。

⑼　脂肪酸と⑹は，小腸で吸収されたあと再び脂肪になって，何という管に

入るか。

2 呼吸
⑴　気管が枝分かれした気管支の先にある小さな袋を何というか。

⑵　息を吸うときに下がるのは，横隔膜，ろっ骨のどちらか。

3 血液の循環
⑴　血液の成分のうち，酸素を運ぶものを何というか。

⑵　⑴に含まれている赤色の物質を何というか。

⑶　血液の成分のうち，病原体を分解するものを何というか。

⑷　血液の成分のうち，出血時に血液を固めるものを何というか。

⑸　血液の成分のうち，養分や不要な物質を運ぶ液体を何というか。

⑹　⑸が毛細血管からしみ出して，細胞の間を満たすものを何というか。

⑺　心臓にもどる血液が流れる血管を何というか。

⑻　酸素を多く含む血液を何というか。

⑼　心臓→肺以外の全身→心臓という血液の流れを何というか。

4 排出
⑴　血液中の有害なアンモニアを無害な尿素に変える器官は何か。

⑵　血液中から不要な物質をこし出し，尿をつくる器官は何か。

5 刺激と反応
⑴　外界からの刺激を受けとる器官を何というか。

⑵　脳や脊髄をまとめて何というか。

⑶　⑵から枝分かれして全身に広がっている神経をまとめて何というか。

⑷　⑶のうち，刺激の信号を脳や脊髄に伝える神経を何というか。

⑸　⑶のうち，命令の信号を筋肉などに伝える神経を何というか。

⑹　刺激を受けて，無意識に起こる反応を何というか。

⑺　骨と骨がつながっている部分を何というか。

⑻　筋肉の両端の丈夫なつくりを何というか。

1
⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

2
⑴

⑵

4
⑴

⑵

5
⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

3
⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼
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練習問題
1 だ液のはたらき　右の図のように，試験
管Ａ～Ｄにデンプン溶液を入れ，ＡとＢに

はだ液を，ＣとＤには水を同量ずつ加え，

これらを 40℃に保ってしばらく放置した。

⑴　試験管ＡとＣに，ある液を加えたとこ

ろ，一方の液だけ青紫色に変わった。

　①　ある液とは何か。

　②　色が変わったのはＡ，Ｃのどちらか。

⑵　試験管ＢとＤに，ベネジクト液を加えて加熱したところ，一方の試験

管だけに赤褐色の沈殿ができた。沈殿ができたのはＢ，Ｄのどちらか。

⑶　この実験から，だ液には，①何という物質を，②何という物質に変え

るはたらきがあると考えられるか。

2 消化と吸収　右の図は，ヒトの消化器官を表し
たものである。

⑴　タンパク質にはたらく消化液または消化酵素

をつくる器官を，Ａ～Ｆからすべて選べ。

⑵　胆汁をつくる器官を，Ａ～Ｆから選べ。

⑶　次の①，②の養分は，小腸から吸収されると

き，それぞれ何という物質にまで分解されてい

るか。

　①　タンパク質　　②　デンプン

⑷　Ｄから出る消化液に含まれる消化酵素は何か。

⑸　Ｆの壁にたくさんあり，養分を吸収する突起を何というか。

3 肺のつくり　右の図は，ヒトの肺である。
⑴　Ａ，Ｂをそれぞれ何というか。

⑵　Ｂの先にある，Ｃの袋を何というか。

⑶　㋐・㋑のうち，酸素を多く含んだ血液

が流れる血管はどちらか。

⑷ 　記述　肺はＣが多数集まってできており，これによって気体を効率よ

く交換することができる。その理由を簡単に書け。

4 血液の成分　右の図は，ヒトの血液を顕微鏡
で観察したときのようすを表したものである。

⑴　Ａは赤色の丸い粒，Ｂは透明な液体である。

Ａ，Ｂをそれぞれ何というか。

⑵　Ａに含まれている赤色の物質を何というか。

⑶　Ａ～Ｄのはたらきを，次からそれぞれ選べ。

　㋐　細菌を分解する。　㋑　出血したとき，血液を固める。

　㋒　酸素を運ぶ。　　　㋓　二酸化炭素やアンモニアを運ぶ。

3 	 2

⑴Ａ 

　Ｂ	

⑵

⑶

⑷

　

　

4 	 3

⑴Ａ 

　Ｂ	

⑵

⑶Ａ 

　Ｂ 

　Ｃ 

　Ｄ 

1 	 1

⑴①	

　②	

⑵	

⑶①	

　②	

2 	 1

⑴

⑵

⑶①	

　②

⑷

⑸

だ液（１cm3）
＋

デンプン溶液
（５cm3）

水（１cm3）
＋

デンプン溶液
（５cm3）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ある液を加えて，
色の変化を見る。

ベネジクト液を
加えて加熱し，
色の変化を見る。

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

毛細血管

血液の流れる向き
Ｂ
㋐

㋑
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｆ
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6 	 4

⑴Ａ 

　Ｂ	

⑵

⑶

⑷

⑸

7 	 5

⑴Ｘ 

　Ｙ 

⑵

⑶①	

　②	

⑷

8 	 5

⑴	

⑵

⑶	 	 	 	

	

5 	 3

①	

②

③	 	 	 	

	

5 血液の循環　右の図は，ヒトの血液の循環
のようすを模式的に表したものであり，ａ～

ｈは血管，矢印は血液の流れる向きを表して

いる。ａ～ｈの血管のうち，次の①～③にあ

てはまるものをそれぞれ選べ。

①　二酸化炭素を最も多く含む血液が流れて

いる血管。

②　ブドウ糖などの養分を最も多く含む血液

が流れている血管。

③　動脈血が流れる静脈。

6 排出　右の図は，ヒトの排出に関係する器
官を表している。

⑴　Ａ，Ｂの器官をそれぞれ何というか。

⑵　タンパク質が分解されるとき，ある有害

な物質ができる。有害な物質とは何か。

⑶　⑵を無害な物質に変える器官はどこか。

⑷　⑶の無害な物質とは何か。

⑸　⑷が血液中からこし出される器官は，Ａ，Ｂのどちらか。

7 刺激と反応　右の図は，ヒトの神経系
を模式的に表したものである。

⑴　Ｘ，Ｙの神経をそれぞれ何というか。

⑵　ｄを何というか。

⑶　次の①，②の場合，刺激や命令の信

号はどのように伝わるか。あとの㋐～

㋓からそれぞれ選べ。

　① 　背にボールが当たり，振り返った。

　②　熱いやかんに手がふれ，思わず手を引っこめた。

　　㋐　ａ→ｄ→ｃ→ｄ→ｂ　　㋑　ｂ→ｄ→ｃ→ｄ→ａ

　　㋒　ａ→ｄ→ｂ　　　　　　㋓　ｂ→ｄ→ａ

⑷　⑶の②のような反応を何というか。

8 骨格と筋肉　右の図は，ヒトの
うでの骨格と筋肉を模式的に表し

たものである。

⑴　Ｘのように，骨と骨がつなが

っている部分を何というか。

⑵　Ｙのように，筋肉が骨についている部分を何というか。

⑶　うでを曲げるとき，ａ，ｂの筋肉はどうなるか。次から選べ。

　㋐　ａ…縮む。　ｂ…縮む。　　　㋑　ａ…縮む。　ｂ…ゆるむ。

　㋒　ａ…ゆるむ。　ｂ…縮む。　　㋓　ａ…ゆるむ。　ｂ…ゆるむ。

Ａ

Ｂ

静脈 動脈

心臓肝臓

ａ ｅ

ｆ

g

ｈ

ｂ

ｃ

ｄ

小腸

肺

腎臓

体の各部分（下部）

体の各部分（上部）

ｃ 脳

Ｘ

Ｙ
ａ 感覚器官

ｂ 筋肉 ｄ

Ｘ
ａ

ｂ
Ｙ
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実戦問題
　　 だ液に含まれる消化酵素のはたらきを確認するため，次の実験を行った。 〈長崎〉
実験　 1％デンプン溶液をそれぞれ 5cm3入れた試験管Ａ～Ｄを準備した。

試験管Ａ，試験管Ｂの一方に水を 2cm3，もう一方に水でうすめただ液

を 2cm3入れた。そして，図 1のように，試験管Ａ，試験管Ｂを 40℃の

お湯に 10分間入れた。その後，お湯からとり出し，それぞれにヨウ素

液を数滴加え，溶液の反応のようすを調べた。同様に，試験管Ｃ，試

験管Ｄの一方に水を 2cm3，もう一方に水でうすめただ液を 2cm3

入れた。そして，図 2のように，試験管Ｃ，試験管Ｄを 40℃の

お湯に 10分間入れた。その後，お湯からとり出し，それぞれに

ベネジクト液を数滴と沸騰石を入れ，ガスバーナーで加熱し，溶

液の反応のようすを調べた。右の表は，その結果である。

⑴　だ液に含まれ，デンプンを分解する消化酵素として最も適切なものを，次から選べ。

　㋐　ペプシン　　　㋑　トリプシン　　　㋒　リパーゼ　　　㋓　アミラーゼ

⑵　記述　下線部の操作を行う理由を，簡単に書け。

⑶　試験管Ａ～Ｄのうち，水でうすめただ液を入れた試験管の組み合わせとして最も適切なものを，次から選べ。

　㋐　ＡとＣ　　　㋑　ＡとＤ　　　㋒　ＢとＣ　　　㋓　ＢとＤ

⑷　食物に含まれるデンプンや脂肪などの養分は消化管を移動しながら，だ液中やすい液中，小腸の壁などにある

消化酵素などのはたらきによって消化される。それぞれの養分は決まった種類の消化酵素によって分解され，小

腸の壁から吸収されやすい物質になる。

　①　デンプンは消化酵素によって分解され，小腸の壁から吸収されるとき，最終的に何という物質になっているか。

　②　脂肪の消化に関する次の文中の Ｘ ， Ｙ にあてはまることばをそれぞれ書け。

　　 　脂肪は，胆のうから出される Ｘ のはたらきで小腸の中で水に混ざりやすい状態になり，すい液中の消化

酵素のはたらきで脂肪酸と Ｙ に分解され，小腸の壁から吸収される。

　　 次の問いに答えよ。
⑴　右の図は，ヒトの血液の循環を模式的に表したものであり，

ａ～ｄは血管で，矢印は血管の中の血液の流れの向きを表し

ている。 〈佐賀〉
①　ａ～ｄのうち，動脈血が流れている血管はどれか。すべて選べ。

②　ｂとｄの血管を比較したとき，ｄの血管の特徴の説明として最も適切なものを，次から選べ。

　㋐　壁が厚く，逆流を防ぐ弁がない。　　　㋑　壁が厚く，ところどころに逆流を防ぐ弁がある。

　㋒　壁がうすく，逆流を防ぐ弁がない。　　㋓　壁がうすく，ところどころに逆流を防ぐ弁がある。

⑵　次の文中の ① ， ② にあてはまることばをそれぞれ書け。 〈北海道〉
　　生命活動で生じた有害なアンモニアは，血液にとりこまれて ① に運ばれ，害の少ない尿素につくり変えら

れる。次に，尿素は ② に運ばれ，余分な水分や塩分とともに血液中からこし出され，尿として排出される。

1

2

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ① ②Ｘ Ｙ

⑴ ① ② ⑵ ① ②

試験管 加えたもの 反応のようす

Ａ ヨウ素液 変化しなかった

Ｂ ヨウ素液 青紫色になった

Ｃ ベネジクト液 変化しなかった

Ｄ ベネジクト液 赤褐色の沈殿が生じた

40℃のお湯 約40℃のお湯

図 1 図 2Ａ Ｂ

40℃のお湯

Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ

肺

ａ ｂ

ｃ ｄ

全身心臓
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　　 右の図は，ヒトの血液循環を模式的に表したものである。Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓは
肺，肝臓，腎臓，小腸のいずれかを，矢印は血液の流れを示している。 〈栃木改〉
⑴　血液が，肺や腎臓を通過するとき，血液中から減少するおもな物質の組み合

わせとして適切なものはどれか。次から選べ。

　㋐　肺…酸素，腎臓…尿素　　　　　㋑　肺…二酸化炭素，腎臓…アンモニア

　㋒　肺…酸素，腎臓…アンモニア　　㋓　肺…二酸化炭素，腎臓…尿素

⑵　ａ，ｂ，ｃ，ｄを流れる血液のうち，ブドウ糖などの栄養分の濃度が最も高

いのはどれか。

⑶　あるヒトの体内には，血液が 4000mLあり，心臓は 1分間につき 75回拍動し，

1回の拍動により，右心室と左心室からそれぞれ 80mLの血液が送り出されるものとする。このとき，体循環に

より，4000mLの血液が心臓から送り出されるまでに何秒かかるか。

　　 明さんは，短距離走の 3つの場面をもとに，体のつくりとはたらきについてまとめた。 〈秋田〉
⑴　スタートしたときのようすについて，次のようにまとめた。

　　音は，感覚器官である耳に伝わる。短距離走では，図 1のように，選手は 

ａスタートの合図に反応して走り出す。

　①　下線部ａのように，意識して起こる反応を，次から 2つ選べ。

　　㋐　暗い場所に行くとひとみが大きくなった。　　㋑　相手が投げたボールをつかんだ。

　　㋒　熱いものにふれて思わず手を引っこめた。　　㋓　名前をよばれたので振り向いた。

　② 　明さんは，走り出すときの命令の信号の伝わり方について，次のようにまとめたが，見直したところ誤りに

気づいた。下線部ｂ～ｄのうち，誤りのあるものを選べ。また，適切な名称を書け。

　　 　ｂ脳からの命令の信号は，脊髄に伝わり，その後，末しょう神経であるｃ感覚神経を通って，ｄ運動器官であ

るうでやあしなどの筋肉に伝わる。

⑵　走っているときのようすをもとに，体の動きについて，次のよう

にまとめた。

　　図 2のように体が動くのは，骨と筋肉がはたらくためである。 
図 3は，うでの筋肉のようすを表しており，うでを曲げたりのばし

たりするとき，ｅ筋肉Ｃと筋肉Ｄは交互にはたらく。

　①　Ａ，Ｂのように，骨と骨のつなぎ目で，曲がる部分を何というか。

　② 　右の表は，下線部ｅについてまとめたものである。Ｗ～Ｚのう

ち，｢縮む｣のことばが入るのはどれか。 2つ選べ。

⑶　ゴールしたあとのようすについて，次のようにまとめた。

　　走ると，図 4のように呼吸が激しくなる。このとき，肺ではさかんにｆ酸素

と二酸化炭素の交換が行われている。

　①　体内で不要になった二酸化炭素を，肺に運ぶ役割をもつ血液の成分は何か。

　② 　記述　下線部ｆのとき，呼気の酸素と二酸化炭素の濃度は，吸気に比べて

それぞれどのようなちがいがあるか。解答欄の書き出しに続けて簡単に書け。

3

4

⑴ ① ②記号 名称 ⑵ ① ②

⑶ ① ②吸気に比べて

⑴ ⑵ ⑶

表 筋肉Ｃ 筋肉Ｄ
うでを曲げるとき Ｗ Ｘ

うでをのばすとき Ｙ Ｚ

Ｐ ｂ

ｃ

ｄ
Ｑ
心臓

Ｓ

Ｒ

全身の細胞

ａ

図 1

図 2 図 3 筋肉Ｃ

のばす

曲げる

Ｂ

Ａ

筋肉Ｄ

図 4

肺

呼気
（はく息）

吸気
（吸う息）
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